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巻 頭 言

愛媛県は、温暖な気候に恵まれ、日本最古の温泉といわれる道後温泉や、現存十二天守に数えられる松
山城、宇和島城をはじめ、おだやかな瀬戸内海に浮かぶ多島美、西日本最高峰の石鎚山、内子・大洲の伝
統的な町並みなど、豊かな自然と歴史にはぐくまれた地域です。加えて、日本有数のかんきつ産地として
知られ、一年を通じて多種多様なかんきつを味わうことができます。
本県では、このような地域資源を最大限に生かし、観光誘客はもとより、海外との人的交流の拡大を通
じた地域活性化に取り組んでいます。特に、米国ハワイ州や中国陝西省との姉妹・友好関係、そして在外
県人会とのネットワークを基盤とした交流を続けており、昨年度は、陝西省との友好協定締結 10周年や
南カリフォルニア県人会創立 115周年といった節目をともにお祝いしたほか、松山空港から直行便で結
ばれている韓国・台湾などとの間で、スポーツ、文化、教育といった幅広い分野における交流を推進して
います。
こうした国際交流の一層の拡大を目指し、今年 10月には、サイクリストの聖地として知られる「しま
なみ海道」を舞台に、国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ 2026」を広島県とともに開催しま
す。2024 年の前回大会には 27カ国・地域から約 480 人の参加があり、４年に一度の大規模大会に当
たる今回は、海外からより多くの参加が見込まれています。また、2027年度には、世界各国から多くの
関係者が集い、自転車を活用したまちづくりや観光振興などについて議論・交流が行われる、世界最大級
の自転車国際会議「Velo – city 2027 Ehime」が本県で開催されることとなっており、これらの機会を
通じて、国際的な交流促進と本県の魅力発信につなげてまいります。
更に、生産年齢人口の減少と在留外国人の増加にともなって、外国人材が地域産業の担い手となり、地
域活性化のパートナーとして活躍できる環境づくりが求められております。本県でも、今年度、新たに「多
文化共生推進課」を設置し、国際交流基盤の強化を図るとともに、優秀な外国人材の確保から、受け入れ
後の生活、就労、定着までを一体的に支援しているところです。
世界がより緊密につながる時代で、異なる文化や背景を持つ人々が互いに尊重し合い、ともに歩むこと
の重要性はますます高まっています。県民の皆さんと一丸となって、国際交流と多文化共生を力強く推進
し、国内外から『選ばれる愛媛県』の実現に向け、全力で取り組んでまいります。
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